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 ※森（防衛上）は

　アンモニア態窒素の値が
　特異的に高くなっています
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大型珪藻コシノディスカスは海域毎により発生量に大小見られますが、
前回（10/20）調査時と比較し減少していました。栄養塩は北淡一宮、東
浦南部及び南浦海域で１～２μg at／L台、東浦北部海域で２～３μg at
／L台、西浦の五色から湊周辺では５～６μg at／L台でした。

（珪藻ほか）
各地点のコシノディスカス発生量（海水１Ｌあたり）は以下の通り。
北淡一宮：350～450細胞、江井～湊：0～130細胞、阿万：150細胞
東浦：300～350細胞、塩田：850細胞
10/20の採水サンプルでは全般に1000～1500細胞確認されており、今回サンプル
では減少しているものの淡路周辺海域としては依然やや多い状況。


